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研究成果の概要（和文）： 
近年、自発的身振りと発話の共起関係に着目した心理言語学的な研究により、自発的身振
りが教示や物語の説明における発話の産出・理解に大きく寄与することが示されてきた。
しかしながら、発話と身振りの協調関係は常に安定しているわけではなく、ときに淀みが
生じる。その原因として、発話のテンポ、説明する内容の複雑性、敬語表現など、聞き手
の理解度や立場などによって変えなければならない表現上の複雑性、聞き手との「間」が
合うかどうかなど、種々の要因が考えられるが、自発的身振り、または自発的身振りと発 
話との協調が非流暢になる過程、非流暢な状態から流暢な状態へ再組織化される過程に関
する体系的な記述、ならびに、それらの基底にどのような機構があるのかについての仔細
な検討はいまだ十分にはなされていない。本研究は、教示場面において観られる教示者の
自発的身振りに、行為における微細な淀みとして知られるマイクロスリップが出現するか
どうかを確かめ、その生起条件について、教示場面を構成する諸要因の検討、ならびに自
発的身振りと具体的な発話内容との関係に踏み込んだ心理言語学的な解析をし、教示場面
における相互行為を組織化する機序を明らかにすることを目的として実施した。その結果、
身振りにもマイクロスリップは多数観察された。特に、聞き手の位置（左・中央・右）、な
らびに発話内容の複雑さによるマイクロスリップの生起頻度に違いが認められた。これら
の成果については、近日国内外の学術会議で発表され、また学術論文に投稿していく予定
である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Psycholinguistic research on speech and spontaneous gesture has revealed that 
spontaneous gesture makes important contributions to the production and comprehension 
of instructions and narratives (e.g., story retelling).  However, speech-gesture coordination 
is not necesarily stable all the time, but it can sometimes be disfluent.  Possible factors 
contributing to the disfluency include speech tempo, complexity of the content of speech, 
honorifix, complexity due to the adjustment made for the addressee's comprehension level 
about the contents, etc.  There does not seem to be systematic study about how 
spontaneous gesture and speech become disfluent and how they are organized to become 
fluent again.  The present study focuses on what is called "microslips" in research on 
intrumental actions, and attempts to determine whether microslips can be observed with 
gesture, and, if so, what the conditions are to induce microslips in gesture.  For this 
purpose, we collected cartoon narrative data of speakers relating the story of "Canary Row," 
where factors such as listener location was manipulated.  The results suggest the effect of 
listener location and complexity of the speech content on average frequency of microslips on 
spontaneous gesture.  These outcomes are to be described in papers in preparation for 
submitting as journal papers as well as presentations to be made in academic conferences. 
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１．研究開始当初の背景 
 コーヒーメイキングなどの日常的な行為
を仔細に観察すると、いわゆる錯誤とは異な
る、錯誤に至る前に修正される微小な淀みが
生じる。これはマイクロスリップと呼ばれ、
以下の 4種類が代表的な現象として知られて
いる（鈴木・佐々木，2001）。躊躇：コップ
などの目標物に向けて伸ばした手が一瞬躊
躇し、再び伸ばされて目標物をつかむなど。
軌道の修正：目標物に伸ばされた手が、直前
で別の対象へ向けられるなど。接触：目標対
象を把持・操作する直前に、それ以外の関係
のない対象に触れるなど。手形の変化：目標
物に向かう手の形が途中で変更されるなど。
コミュニケーション場面において錯誤が生
じることはよく知られた事実であるが、マイ
クロスリップについては体系的な研究が行
われていない。コミュニケーション場面にお
けるマイクロスリップに接近する方法とし
ては、１）発話を産出する構音身振り、なら
びに２）１）以外の、発話にともなう自発的
身振り（McNeill, 2005）に焦点化した研究
が構想できる。本研究では後者について研究
を実施した。その成果について以下報告する。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、教示場面において観られる
教示者の自発的身振りに、行為における微細
な淀みとして知られるマイクロスリップが
出現するかどうかを確かめ、その生起条件に
ついて、教示場面を構成する諸要因の検討、
ならびに自発的身振りと具体的な発話内容
との関係に踏み込んだ心理言語学的な解析
をすることで、教示場面における相互行為を
組織化する機序を明らかにすることだった。 
 
３．研究の方法 
実験参加者：18 歳から 40 代までの健常な男
女 40 名（全員右利き）が話者として、その
友人ら 50 名が聞き手として参加した。40 名

の話者のうち、10 名は聞き手を自身の左前方
に、10 名は真正面に、10 名は右前方に、残
りの 10 名は聞き手 2 名を左右前方に課題を
遂行した。性別の組み合わせは統制しなかっ
た。材料に用いたアニメーションは、"Canary 
Row" (Warner Bros., Inc.)（日本語吹替版）
であった。話者には、アニメの内容をできる
だけ順番どおりに、できるだけ正確かつ詳細
に聞き手に伝えるよう教示した。アニメーシ
ョンは８つのエピソードからなるが、そのう
ち，比較的単純な場面からなる「ゴミ箱エピ
ソード」，登場人物やプロップなどの項目数
が多く、空間的にもより複雑な構成となって
いる「ベルホップエピソード」ならびに「カ
タパルト・エピソード」)の 3 つを選定し，
各エピソードを説明する際の身振りに生じ
たマイクロスリップを、廣瀬（2004）のマイ
クロスリップの分類に若干変更を加えたも
のに従ってコーディングをし、観察した。 
 
４．研究成果 
 上記コーディング作業の結果、身振りにも
マイクロスリップが多数同定された。また、
特に、以下の 2点が明らかとなった。 
 まず、表 1は、聞き手の位置条件による各
手のマイクロスリップの頻度の平均（各条件
n=10）を示している。表から、聞き手の位置
に関わらず、各条件内で、利き手である右手
に左手よりも多くのマイクロスリップが観
察されたことがわかる。これについては、利
き手である右手のほうが圧倒的に多くの、そ
してより複雑な身振り動作をすることに起
因するものと思われる。 
 一方、聞き手の位置条件については、話者
の右側に聞き手がいる場合にもっともマイ
クロスリップが多く、次いで中央、左側の順
となっており、この傾向は右手にも左手にも
同様に観られた。（話者ごとに各エピソード
を説明する際の発話長が異なるが、表 1の結
果を発話持続時間（秒）で標準化しても同様



の結果が得られている。ここでは紙幅の関係
で詳細は割愛する。） 
 このことの原因が何かはまだ明らかではな
いが、可能性としては以下が考えられる。 
イ）話者が全員右利きであることからより活
発に身振り動作に関わる右側に聞き手が座
ることで、活発な動作が制限されるため（聞
き手が左側にいる場合、このような制限は生
じない）。 ロ）物理的に窮屈であることの
他に、聞き手との相互注視（mutual gaze）
を確保する必要があり、相互行為の場として
さらに制約を受けるため（聞き手が左側にい
る場合、活発に動く右手が相互注視を干渉す
る可能性は低い。）これらの要因については、
今後左利きの話者について検討したり、話者
と聞き手の距離を操作して物理的な窮屈さ
を統制するなどしてさらに検討していく予
定である。 
 さて、表 2は、今回分析の対象としたエピ
ソードごとの各手のマイクロスリップの頻
度の平均（各条件 n=10）を示している。（表
２の結果は発話持続時間（秒）で標準化して
も同様の結果が得られる。）前述のとおり、
「ゴミ箱」エピソード」は他の２つに比べて
登場人物、小物、舞台設定などの数、ならび
に登場人物の動作などの点で単純な構成と
なっている。一方、「ベルホップ」と「カタ
パルト」エピソードでは、登場人物や小物の
数、舞台設定などが複雑であるばかりでなく、
複数の登場人物の視点および観察者の視点
間での切り替えを要する場面がより多く含
まれており、より複雑な構成となっている。
右手のマイクロスリップの生起頻度は、「ベ
ルホップ」のほうが「カタパルト」よりも若
干多くなっているが、この点については、両
エピソードの複雑性をより客観的な指標を
用いて特徴づけ、それにもとづいてさらに検
討する必要がある。 
 以上、聞き手の話者に対する位置、説明内
容の複雑さという観点から、自発的身振りに
生起するマイクロスリップの分布について
検討した結果を示したが、これらの結果は、
より複雑な状況下でより多くのマイクロス
リップが発生するという、道具的行為で確認
されている事実と一致している。道具的行為
でマイクロスリップという現象が報告され
た際に指摘されたのは、マイクロスリップが
単に注意散漫など、広い意味での注意障害に
起因するのではなく、行為の本質として環境
の諸要因、あるいはより直接的に言えば、ア
フォーダンス群と切り結ぶなかで、常に行為
の可能性を探りながら行為が進行するとい
う成り立ちを反映していることであった。本
研究でも、発話状況の複雑さによってマイク
ロスリップの頻度の増減はあるものの、比較
的単純な場合であっても一定数のマイクロ
スリップが生起することから、道具的行為に

おけるマイクロスリップと同様のことが、自
発的身振りのマイクロスリップについても
該当するのではないかと言える。ただし、理
論的な説明をどのようにするのかについて
は、今後さらに実証的なデータを集め、検討
していく必要があると考える。 
 最後に、本研究のデータから得られる教育
工学への示唆について触れ、報告書を締めく
くりたい。本研究のデータから、教示をする
際、教示者の左側に学習者が位置したほうが
教示が円滑になされる可能性が示唆される。
ただし、単に円滑であれば良い教示なのかは
議論を要するところである。特に大学などの
高等教育では、ある問題・課題に対し、教授
が必ずしも解をもっていない場合がある。そ
のような際、むしろ視点や観点の変更、それ
にともなう身振りや発話の淀み、躊躇などが
可視化されたほうが、学生にとっては良い学
びの機会になる可能性もある。今後はこれら
のことも踏まえて、コミュニケーション場面
におけるマイクロスリップをはじめとした
淀みに関してさらに研究を進めていきたい。 
 
表 1．聞き手の位置条件による各手のマイク
ロスリップの頻度の平均（各条件 n=10） 

  右手 左手 

聞き手位置 右側 18.60 13.20 
 中央 8.80 7.30 

 左側 7.20 5.30 
 
表 2．エピソードごとの各手のマイクロスリ
ップの頻度の平均（各条件 n=10） 

  右手 左手 

エピソード ゴミ箱 4.3 3.1 
 ベルホップ 16.7 11.2 

 カタパルト 13.6 11.5 
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